米国における「東亜同文書院大学」と愛知大学の「中日大辞典現象」 by 李 春利
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広く使われてい
た。中日大辞典が日中両国を越えて、広く世
界的に使われてきたこの現象を、ここであえ
て「中日大辞典現象」と呼ぶことにしよう。
五、 愛大の中国研究戦略＝世界的なブランド
形成に向けて
　愛知大学と東亜同文書院大学は過去100年
間にわたり、20世紀の日本における中国研究
をリードしてきた。そ
れはわれわれ当事者の
認識を超えて、中国だ
けではなく、欧米でも
高く評価されている。
愛大はもっと自信を
持ってもよさそうであ
る。
　中国研究の「第二の
世紀」に入ったいま、
愛大は世界的な視野で
東亜同文書院大学記念
センターおよびそれに
関する研究の戦略的な位置付けを再考すべき
時期に来ている。つまり、記念センターに
展示機能だけではなく、研究支援機能を付加
して、文科省を含めた内外の競争的研究資金
の獲得や戦前の関連名著のリフレッシュ発行
（例えば、オンデマンド印刷技術で）などを
視野に入れて、国際ネットワークの中で東亜
同文書院大学の世界的なブランド価値を再認
識すべきである。それが愛大のブランド形成
につながるもので、ひるがえって日本国内で
の知名度と競争力の向上にも貢献できる。
　COE・ICCSは20世紀後半の現代中国研究
の世界的な研究拠点を目指しているのであれ
ば、東亜同文書院大学記念センターは20世紀
前半の近現代中国研究の世界的な研究拠点の
形成を目指しても良いのではないか。それが
21世紀愛知大学の中国研究の両輪をなすもの
である。
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